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４月22日、トヨタガズーレーシング　ラ

リーチャレンジ in 八ヶ岳 茅野が開催され

ました。ラリーとは、公道で行われ、身近

な車で速度を競うモータースポーツです。

会場ではレースのほか、はたらく車の展示

や屋台出店などが行われ、子どもから大人

まで多くの方が来場し、およそ２万3000

人が来場しました。

４月３日、不登校や児童虐待、発達障害などの相談窓口を集

約した「育ちあいちの」の開所式が行われました。市役所の６

階に設置され、子どもや家庭、学校や保育園などの問題を早

期支援につなげます。また県や児童相談所、医療機関などの

関係機関と連携し、継続的な見守り支援に当たっていきます。

「育ちあいちの」は、子どもと一緒に相談ができる「交流スペ

ース」や相談者の秘密を守る「相談室」も設置する予定です。

開設時間は平日午前８時30分～午後5時15分です。

県内初　こども・家庭総合支援拠点整備
こども・家庭総合支援拠点「育ちあいちの」開所式

５月１日、西部保健福祉サービスセンターで、認知症初期集

中支援チームの発足式が行われました。

発足式に先立ち、市長が専門医を委嘱し専門員となる職員を

任命しました。

支援チームを東部・西部・中部・北部のサービスセンタ－に

配置し、認知症になってもできる限り住み慣れた地域で暮ら

せるよう、早期発見・早期対応にチームで取り組みます。

認知症の早期診断や対応につなげる
認知症初期集中支援チーム発足

４月６日、諏訪東京理科大学を公立化し

て誕生した公立諏訪東京理科大学の初め

ての入学式が行われ、男子315人、女子

27人の計342人が入学しました。

機械電気工学科の森葉月さんは新入生代

表挨拶にて、「夢をかなえるためにしっ

かり基礎から学びたい」と決意を述べま

した。

公立化後、初めての入学式
公立諏訪東京理科大学　入学式
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４月13日、この春、市内の事業所に就職し、新社会人として新たな一

歩を踏み出した新規学校卒業者等の門出を祝福する歓迎大会を茅野市

民館にて開催しました。

歓迎大会では数々のお祝いの言葉のほか、市内で作られたお菓子や縄

文のビーナスが描かれたコースターといった記念品が贈られました。

新社会人　決意を胸に
平成30年度　新入職員歓迎大会

４月11日、市内全中学校に配備されたテレビ会議システムによる台湾
高雄市とのテレビ会議が茅野市役所で行われました。会議には柳平千
代一市長と山田利幸教育長、市内４中学校長が参加しました。台湾側
の映像がモニターに映らず、音声のみの交信になりましたが、市長が
笑いを誘うなど、終始和やかなムードでした。
テレビ会議システムは、国際交流のほか授業や職員会議、児童生徒の
交流にも活用していきます。

茅野市内全小中学校で活用へ
台湾高雄市とのテレビ会議　本格的に始動

４月19日、茅野市と南佐久郡佐久穂町、小海町とを結ぶ国道299号、
通称メルヘン街道の開通式が麦草峠で行われました。
多くの関係者が集まったセレモニーでは豊平保育園などの年長児も参
加し、くす玉割りやテープカットを行いました。
今年はメルヘン街道と上信越道を直結させる中部横断自動車道八千穂
高原インターチェンジ４月28日に開通しましたので、観光客が増える
ことが期待されています。

春の訪れとともに
メルヘン街道　開通式

４月22日、米沢の吉田山に設置されている市民の森の山開きが行われ

ました。

米沢小学校の５年生らが参加し、開会式では恒例のウッドカットが行

われ、一生懸命に木をのこぎりで切っていました。

そのほかどんぐりの種植えや白樺の木を使ったバッジつくりが行わ

れ、森とふれあいながら皆さん楽しんでいました。

市民の皆さんが里山とふれあえる場所
市民の森　第11回山開き

４月28日、長野県市町村対抗駅伝及び市町村対抗小学生駅伝が行わ
れ、茅野市チームは10位・小学生チームは28位でした。小学生から
大人まで選考会を経て選ばれた選手が全力で襷をつなぎました。
４区の区間賞など力走しましたが、惜しくも入賞の８位以上には届き
ませんでした。来年こそはもっと上位を目指します。
選手には市内在住の方はどなたでもなれますので、来年は代表を目指
してみませんか？

茅野市の代表としてみんなで心ひとつに
長野県市町村対抗駅伝　茅野市10位・小学生チーム28位
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